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ぼくとわたしの

家族から一言

元気でかわいい遥香、いつも楽し
い笑顔をありがとう。
これから、皆でいろんなところに
お出かけしようね。
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集 このコーナーに登場するお子さん（対象：平成22年10月1日以降の生まれ）を募集します。
掲載を希望される方は、企画広報課（☎66◆1145）へご連絡ください。募

家族から一言

大智の笑顔を見てると、こちらも
笑顔になります。
これからも、元気に育ってくれま
すように！
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家族から一言

歌が大好きで弟のお世話もして
くれる優しくて元気な陽斗♥
太陽みたいに明るくたくましく大
きくなってね♥
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「ヨットのまち・がまごおり」
頭では理解していても、体験しないとわからなかったこと。
ヨットが風を受けて動くということ。
穏やかな海ならば滑らかにすべるように進んでいくこと。

海に向かって競い合う者たちが集ったエリカカップ。
66艇ものヨットが海上のスタートラインを一斉に狙う瞬間。

いつも陸地から眺めている夕日。
ヨットから眺めるとなぜか独り占めしている気分になる。

遠い陸地には飛行機でも行こうとするのに、目の前にある海に向
かって進んでいこうとしたことはなかったなと、初めてヨットに
乗ったときに気づきました。
難しいことではありません。そのためのきっかけが、蒲郡の海で
はたくさん待っているんです。（よ）


